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１ 補助事業の概要 

屋内外において使用される各種工業材料及び製品は、使用される大気環境の影響を受けて

初期に保持していた性質、性能、機能等が時間の経過に伴って低下してくる現象があり、こ

の変化に耐える性質が耐候性です。 

このため、屋内外で使用される各種工業材料及び製品の耐候性を把握することは、品質評

価、寿命予測、材料選定などの面から極めて重要となります。                                             

この耐候性を評価する試験方法として、サンプルに太陽光よりも強い光を当て、屋内外暴

露の数年を数か月という短時間で評価できるようにする装置が、キセノン促進耐候性試験装

置になります。この装置により、県内企業が抱える技術的課題を解決し技術力の向上と競争

力の強化に繋げます。 

 今回導入する機器と同種の機器は平成13年度に導入しておりますが、機器の老朽化により

故障が頻発し県内企業のニーズに応える稼働時間を確保できていないことに加え、安定した

再現性が得られていない状況のため要望するものであります。 

このため本事業では新たにを導入し、安定した運営体制の整備を行います。運用にあたっ

ては企業の利便性を向上するため、複数名の職員が本装置の担当となり、企業が利用する際

のサポートや技術的なアドバイスを行うことにより、企業だけで取り組むことが困難な技術

課題の解決に役立てていきます。 

機器開放では操作に精通した職員が分かりやすく説明を行うことにより、利用者は試験機

の使用法を確実に習得することができます。使用法を習得した利用者はいつでも試験機を利

用できるので、突発的な案件が生じた場合でも迅速な対応が可能となります。 

 

２ 予想される事業実施効果 

福島県ハイテクプラザにおける技術相談、機器開放、技術開発等の支援策の中で、本事業

で導入する機器が広く企業の利用に供されることにより、ものづくり現場における技術的な

諸課題の解決や新製品の開発が促進され、企業の技術力向上と競争力強化に繋がり、震災と

原発事故からの県内産業の復興に貢献することが期待されます。 

① キセノン耐候性試験装置の導入 

この機器を導入することにより、県内の中小企業の事業者が短期間で、塗料、プラスチッ

ク、ゴムなどの有機系材料の色彩、光沢、強度等の変化を調べることが可能となります。 

それぞれの特性の変化は、色彩計、光沢度計、強度試験機等で調べますが、屋内外での数

年の特性変化を、この機器では数週間から数か月で与えることができ、かつ再現性にもすぐ

れています。それゆえに、県内企業が抱える技術的課題を解決し、技術力の向上と競争力の



強化に繋げることができます 

屋内外において使用される各種工業材料及び製品は、使用される大気環境の影響を受けて

初期に保持していた性質、性能、機能等が時間の経過に伴って低下してくる現象があり、 こ

の変化に耐える性質が耐候性です。 

このため、屋外で使用される各種工業材料及び製品の耐候性を把握することは、品質評価、

寿命予測、材料選定などの面から極めて重要となります。 

本事業では県内の社会的課題の現状を受け、キセノン耐候性試験装置を導入することで県

内の中小企業の事業者が短期間で、塗料、プラスチック、ゴムなどの有機系材料の色彩、光

沢、強度等の変化を調べることが可能となります。これにより県内企業に対する技術支援を

行い県内企業が抱える技術的課題を解決し、技術力の向上と競争力の強化に繋げることがで

きます。県内企業における課題解決や製品の高い信頼性を確保することによる競争力強化を

図り、製造業を基盤から支え、県内産業の振興を目指します。 

 

３ 本事業により導入した設備 

① キセノン促進耐候試験装置   

(http://www.pref.fukushima.lg.jp/w4/hightech/news/news-317.html) 

 この耐候性を評価する試験方法として、サンプルに太陽光よりも強い光を当て、屋外暴露

の数年を数か月という短時間で評価できるようにする装置が、キセノン耐候性試験装置にな

ります 

装置には、光源のキセノンランプ、光の強さを制御するための照度計、温度制御のための

PBT、湿度計、サンプルを保持するサンプルホルダー、このサンプルにシャワーリングを行

うためのスプレーノズルなどを備えています。 

 これらを自在に制御することで、人工気象条件をつくりだし、サンプルの劣化を促進させ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置場所：【福島県ハイテクプラザ】 

 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/w4/hightech/news/news-317.html


② 事業に係る印刷物等 

機器紹介パンフレット 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/w4/hightech/news/uploads/R020205_JKAtaikou.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 福島県ハイテクプラザ（フクシマケンハイテクプラザ） 

住  所： 〒963-0297 

福島県郡山市待池台1-12 

代 表 者： 所長 大和田野芳郎（オオワダノヨシロウ） 

担当部署： 企画連携部企画管理科（キカクレンケイブキカクカンリカ） 

担当者名： 主任研究員 市川俊基（イチカワトシキ） 

電話番号： 024-959-1736 

F  A  X： 024-959-1761 

E - m a i l： hightech-kikaku@pref.fukushima.lg.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.pref.fukushima.lg.jp/w4/hightech/index-pc.html                         

http://www.pref.fukushima.lg.jp/w4/hightech/news/uploads/R020205_JKAtaikou.pdf
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